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生徒、教員、管理職が協働でつくりあげた
性教育実践の全貌がここに

新刊案内

大東学園高校　総合「性と生」の26年

内容紹介

１． 学園の歩みと1990年代の大改革
２． 総合「性と生」の創出まで
 ―カリキュラムの抜本的改革の中から―
３． 「性と生」のスタートと1990年代の諸情勢
４． 「開く」―メディアや研究者の「密着」と公開研究会
５． 2003年男女共学化と「性と生」の新しい課題

性と人権を考える総合科目「性と生」
26年の歩みと背景がわかる、
9つのエピソード

６． 「多様な性」か「性の多様性」か
７． 生徒たちの変化
８． 「国際セクシュアリティ教育ガイダンス」との
 出会いと学び
９． 大東学園の新カリキュラムと「探究Ⅰ『性と生』」

● 元教員・現教員・卒業生・在校生・校長　など

26年間の「性と生」の時々を知る、
関係者13人へのインタビュー

性教育研究者 村瀬幸浩氏 推薦

性の学びが
未来を拓く
大東学園高校  総合「性と生」の26年

水野 哲夫 著 “人間と性”教育研究協議会 代表幹事、
『季刊セクシュアリティ』編集長（ ）


